
東日本大農灸後費ぇ媛チ ャ リテ ィ ー

コ ン サ
ー ト

明 日 べ の 祈り Ⅴ｡1 . 7

東日本大震災から 7 年｡ 震災を語り継ぐ活動をして い る Ⅵ v o
2

に よる明日 へ の活力

となるような心 あたた まる詩の 朗読と音楽の ひとときをお送 り します｡

出 演
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岩城 美和 (V i v o
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代表)

フ ル
ー

ト : 千葉 展子

ピア ノ 船山 育恵 高橋 備子

特別 出演

遠藤征志 (東京都在住ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト ･ 作曲家)
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ハ ン ガリ ー

田園幻想曲 O P . 2 6 (作曲 : ドッ プラ
ー

)

｢版画｣ より第 1 曲 ｢塔｣ (作曲 : ドビ ュ ッ シ
ー

)

オ ペ ラ ｢ラ ･ ボ ェ ー ム｣ より ｢ 私が街を歩くとき｣ (作曲 : プ ッ チ ー ニ) ■

わせ ねでや (原詞 : 内海和江 作詞 : 桂島
"

うた
"

プ ロ ジ ェ ク ト 作曲 : ヒ ザシ)

伝えてい こう (東日本大鹿災復興支援ソ ン グ) 他

2 0 1 8 年3 2 1 日(永 ･ 祝)

午後 2 時 0 0 分開演 (開場午後 1 時 3 0 分)

会場 太白区文化セ ンタ ー 地下 1 階 展示ホ ー ル

(地 下鉄南北線長町駅下車 南 1 出入 口)

場 無 料

入場無料ですが ､ 会場に募金箱を設置｡ 寄付頂い たお金 は ､ みやぎび っ きの 会 ｢ び っ き こ ども基金｣ を通 し､

東 日本大震災で被災 した東北 3 県 (岩手県 ･ 宮城県 ･ 福島県) の 子 どもたちの支援の ため と伴に ､
チ ャ リテ

ィ
ー
コ ンサ ー ト ｢ 明日 へ の祈り｣ 継続開催の ため に使 わせ て頂きます｡

主催 : V i v o
8

( ヴィ ー ヴォ ･ ヴィ
ー

ヴォ) 問合せ : 0 90 - 5 5 9 3 - 7 38 1 (高橋)

協力
一

般社団法人みやぎび っ き の会 エコ工
山たいl⊇く株式会社

助成 : 宮城県文化芸術の力 に よる心の復興支援助成金

後援 : ㊥ 河北新報社 猫ど蕪北放送

朝日新聞仙台総局 ･ 読売新聞東北線局 ･

≡ t ▼筆..
弓芦k t !

毎日新聞社仙台支局 産経新聞社東北線局



明日 へ の祈り Ⅵ)1 . 7 に つ い て

｢ 明日 へ の祈り｣ は ､
2 0 1 1 年 3 月 1 1 日 の 東日本大震災後 ｢ こ こ ろ温ま るひと とき を｣ と ､

Ⅵ v o
2

メ ン バ
ー (代表 :

岩城美和) に より仙台市中央市民セ ン タ
ー

( 現 ･ 生涯学習支援セ ン タ
ー

) 主催で始まり ､ 多くの ア ー テ ィ ス トの

ご協力を頂き ､ 朗読と演奏を続 けてきま した｡ 2 0 1 6 年か らは 自主公演として 開催｡ 今回は ､ Ⅵ)1 . 5 ～ 6 出演の船 山

育恵さん ( ピア ノ) ､ 千葉展子 さん ( フ ル
ー ト) ､ 上 島奈津子 さん (俳優) ､ に加え Ⅵ)1 . 3 ～ 5 に 出演の 高橋備子 さ

ん (作曲家 ･ ピア ノ) ､ 復興支援ソン グの ご縁で知り合 っ た東京在住の 作 曲家 ･ ジ ャ ズ ピア ニ ス トで 『伝えて い こ

う』プロ ジ ェ ク トメ ン バ ー

､
Ⅵ)1 . 6 出演 の遠藤征志さんをお迎 えし開催する こ ととなりま した｡ 入場は無料ですが ､

会場 に募金箱 を設置い た します ｡ 寄付頂 い たお金 は ｢ び っ きこ ども基金｣ をとお して ､ 東 日本大震災で被災 した

東北3 県 (岩手県 ･ 宮城県 ･ 福島県) の 子どもたち へ の 支援とともに ､
チヤ
■
リテ ィ ー コ ンサ ー ト ｢ 明日 へ の祈り｣

継続開催 の ために使 わせ て頂きます｡ 問い合せ : 0 9 0
-

5 5 9 3
- 7 3 8 1 高橋

明 日 へ の 祈り Ⅵ)1 . 6 より

(ヨ7

辻札からお葦ニ
･ L【しこ苛,1■T 倉上ま

ぴ っミニとも告 全壬通じて

こごも三ちの三jもこ色｣ ∵れ てこす =

宥■ミ拍芯ご三指をお〔武 一 弐｣ ≡ ナ

高橋備子

(作曲家 ･ ピア ニ ス ト)

特別 出演 遠藤征志 (東京在住)

作曲家
･ ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト｡ 玉 川大学教

育学科卒業後プ ロ 活動開始｡ 2 0 0 6 年 N Y

Ⅱa r l e m へ 1 年間武者修行｡ 2 0 1 2 年 ア ル

バ ム ｢ 桜瞑想曲｣ ､ 2 0 1 6 年1 r C i r cl e fo r

p e a c e ｣ をリ リ
ー ス

｡ 作曲家､ 編曲家と

して活躍が期待されて い る｡

みやぎ び っ き の会とは ( 一

般社団法人みやぎび っ きの会)

｢ び っ き｣ と は､ 宮城弁で ｢ カ エ ル｣ の こ と です｡

ふ るさと に ｢ 帰る｣ ､ 恩を ｢ 返す｣ ､ 元 の 姿に ｢ 還る｣
‥

地元 の オタ マ ジ ャ ク シ たちを育て ようと い っ た

思 いを込 めて ｢ ふ るさと の恩返 しが した い ! ｣ と宮城県ゆか り の ア
ー テ ィ ス ト達で ｢ みやぎび っ き の会｣

を つ くりま した ｡

みやぎび っ き の会は ｢ D 代 a m C b ai 山 と い うチ ャリテ ィ
ー ･ コ ン サ ー トを､ 2 0 0 5 年 か ら宮城県内で 開

催 して い ます｡ こ こ で得た収益金は ､ 宮城県内の 小
･

中学校の吹奏楽器リ ペ ア ( 修理代) と して支援 し

て ま い りま した
｡

2 0 1 1 年 3 月 11 日 ､ 東北､ 北関東を襲 っ た東日本大震災を機に､ 我々 の 出来る こと ､ す る べ き こ とは

何かメ ン バ
ー

で 様 々 な協議を重ねた結果､ やは り､ 子 どもた ち の力 になる こ とが､ び っ き の会 の使命で

はない かと考えました｡ 住 む家や生活の 基盤はもちろん の こ と､ 父親､
母親､

一

家の働き手を失 っ て し

ま っ た子 どもたちが夢をあき らめ る こ との ない ように､
一

時 的に で はなく ､ 長期的に援助 して いく べ く

｢ び っ き こ ども基金｣ を設立 い た しま した｡ ｢ び っ き こ ども基金｣ は､ 音楽を通 じて被災地に元気を届け､

子 どもたちの夢を応援 してま い ります｡

みやぎび っ き の会 < ホ ー ム ペ ー ジ > 加 b :〟bi 仙 n d . n e 〟

代表理事 ･ さ とう宗奉/ 理事 ･ 稲垣潤
一

､ 小 川も こ ､ 小柴大造､ 遊佐未森､ 山寺宏
一

､
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